
―居武士小学校　６年生を送る会― 
卒業する６年生が、１・２年生に「お姫様
だっこ」のプレゼント。 
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平成25年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。 
 
 
　歳入歳出予算に１億2,302万９千円を追加
し、総額を40億2,997万５千円としました。 
〔参考〕今定例会は、補正予算の大部分が事業
実績に基づく整理予算のため、300万円以上
の補正予算分のみ掲載します。 
■主な歳出内容 
○情報管理事業（システム機器等更新） 
 333万５千円を減額 
○各種基金積立金 ２億2,339万円を追加 
○町有林整備事業（補助） 676万１千円を減額 
○バス通学定期運賃補助 358万７千円を減額 
○自立支援サービス事業（扶助費） 
 1,415万円を減額 
○老人保護措置費 369万６千円を減額 
○後期高齢者医療費 503万８千円を減額 
○環境保全型農業直接支払交付金 
 411万２千円を減額 
○牧場管理運営事業（備品購入費） 
 500万円を減額 
○北見地区消防組合負担金 
 739万１千円を減額 
○長期債利子償還 309万１千円を減額 
○給料（一般職） 665万２千円を減額 
○職員手当等 422万８千円を減額 
○職員共済組合・公務災害負担 
 1,123万２千円を減額 
 
 
　歳入歳出予算に１億294万２千円を追加し、
総額を41億3,291万７千円としました。 
■主な歳出内容 
○道営訓子府北西地区農地整備事業 
　（畑地帯担い手支援）  800万円を計上 
○道営訓子府高園地区農地整備事業 
　（畑地帯担い手支援）  200万円を計上 
○旧訓子府駅周辺整備事業 3,000万円を計上 
○公営住宅建設事業  6,125万円を計上 
 
 
 
○給食センター厨房用備品購入 
 124万２千円を追加 

 
 
 歳入歳出予算に280万１千円を追加し、総
額を９億4,811万８千円としました。 
■主な歳出内容 
○退職被保険者等療養給付金 400万円を追加 
○高額医療費拠出金 341万５千円を減額 
○保険財政共同安定化事業拠出金 

 368万４千円を減額 
 
 

　歳入歳出予算から232万８千円を減額し、
総額を7,262万６千円としました。 
■主な歳出内容 
○保険料等納付金（後期高齢者医療広域連 
　合給付金）  101万３千円を減額 
 
 
　歳入歳出予算から4,135万５千円を減額し、
総額を４億5,194万５千円としました。 
■主な歳出内容 
○居宅介護サービス給付費 
 1,121万８千円を減額 
○施設介護サービス給付費 

 2,572万３千円を減額 
 
 

　歳入歳出予算から312万５千円を減額し、
総額を１億7,150万８千円としました。 
■主な歳出内容 
○農業集落排水施設実施設計業務 

 169万円を減額 
 
 

　収益的支出から498万２千円を減額し、総
額を１億4,827万９千円としました。 
■主な歳出内容 
○原水及び浄水費 240万９千円を減額 
 
　資本的支出から30万円を減額し、総額を
6,287万５千円としました。 
■主な歳出内容 
○固定資産購入費 30万円を減額 

平成26年 定例会 ３月６日～３月17日まで ３月 

一般会計（第８号） 

一般会計（第９号）～追加議案～ 

介護保険会計（第２号） 

下水道会計（第２号） 

後期高齢者医療会計（第２号） 

国保会計（第４号） 

水道事業会計（第４号） 

※なお、上記の事業は26年度当初予算に計上していま 
　したが、国の緊急経済対策により、前倒しをして、25 
　年度の補正予算で実施します。 



本
で
あ
り
、
収
支
改
善

目
標
額
を
12
億
円
と
し

た
「
財
政
健
全
化
戦
略

プ
ラ
ン
」
は
平
成
26
年

度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

そ
の
総
括
を
し
つ
つ
、

今
後
の
財
政
健
全
化
の

た
め
の
具
体
的
方
策
の

検
討
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
会
計

運
営
の
基
礎
で
あ
り
ま

す
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
率
は
高
い
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
額
に
つ

き
ま
し
て
は
当
初
予
算

額
を
確
保
で
き
な
い
見

込
み
で
、
本
年
度
も
一

般
会
計
か
ら
多
額
の
繰

り
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
か
ら
、

対
策
の
検
討
が
急
が
れ

ま
す
。

③
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
給
配
水
等
の

大
き
な
事
故
も
な
く
順

調
な
運
営
が
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
年
度
向

上
を
み
た
有
収
率
が
本

年
度
は
若
干
低
下
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
さ

ら
な
る
向
上
対
策
を
望

み
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
本
町

の
上
水
道
に
つ
い
て
の

指
針
で
あ
り
ま
す
「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ

て
い
ま
す
施
策
の
ひ
と

つ
「
未
普
及
地
域
の
解

消
及
び
飲
用
井
戸
等
の

衛
生
対
策
」
に
つ
き
ま

し
て
、
町
民
の
生
活
基

盤
で
あ
る
安
全
な
水
の

確
保
と
い
う
観
点
か
ら

早
急
な
実
態
調
査
と
改

善
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

□
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
正
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
等

◆
社
会
教
育
委
員
の
定
数

及
び
任
期
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

社
会
教
育
法
の
改
正
に

よ
り
、
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

◆
契
約
の
変
更

原
案
可
決

大
谷
川
沈
砂
池
（
擁
壁
）

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
支

障
木
の
処
分
量
確
定
等
の

た
め
、
契
約
を
変
更
し
ま

し
た
。

○
相
手
方
　
丸
建
工
業
㈱

○
変
更
前
契
約
金
額

１
億
４
５
４
万
８，

５

０
０
円

○
変
更
後
契
約
金
額

１
億
７
４
５
万
７
千
円

◆
専
決
処
分
の
承
認

承
認

平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
急

を
要
し
た
た
め
専
決
処
分

さ
れ
た
旨
の
報
告
を
受
け

承
認
し
ま
し
た
。

（
内
容
）

冬
期
間
の
暖
房
に
使
用

す
る
灯
油
の
高
騰
に
対
処

す
る
た
め
、
低
所
得
の
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
等
の
世
帯
に
対
し
て

の
福
祉
灯
油
助
成
の
た
め
。

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更原

案
可
決

事
業
内
容
等
の
変
更
に

よ
り
、
計
画
の
一
部
を
変

更
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

原
案
可
決

上
川
中
部
消
防
組
合
及

び
伊
達
・
壮
瞥
学
校
給
食

組
合
が
解
散
脱
退
す
る
こ

と
に
伴
い
、
規
約
を
変
更

し
ま
し
た
。

◆
北
見
地
域
障
害
程
度
区

分
認
定
等
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更

原
案
可
決

「
障
害
程
度
区
分
」
の

名
称
が
「
障
害
支
援
区
分
」

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任

原
案
同
意

奥
谷
公
敏
さ
ん
（
湧
別

町
）
を
再
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

報
　
　
　
告

□
定
期
監
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
平
成

25
年
度
に
実
施
し
た
定
期

監
査
の
結
果
、「
平
成
25

年
12
月
31
日
現
在
の
一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

事
業
会
計
に
関
連
し
た
財

務
事
務
の
執
行
、
事
業
の

経
営
管
理
等
に
つ
い
て
監

査
を
実
施
し
た
結
果
、
適

正
に
執
行
、
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま

す
。」
と
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
か
ら
の
意
見

①
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
財
政
運
営
の
基

予
算
関
連
質
疑
応
答

旧
訓
子
府
駅
周
辺
整

備
事
業
３
千
万
円
の

補
正
予
算
の
内
容
は
。

今
回
の
補
正
予
算
は

平
成
26
年
度
予
算
を

前
倒
し
す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
芝
生
広
場
や

遊
具
広
場
の
造
成
と
そ
れ

に
伴
う
78
株
の
立
木
移
設
、

管
理
通
路
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
、
排
水
施
設
、
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ

ッ
ク
、
照
明
柱
の
整
備
な

ど
で
す
。

ＱＡ



歳入 

歳出 

一般会計歳入歳出の内訳 

平成26年度予算 

総額58億9,570万円（水道会計を除く）を可決 

町税 
5億504万円 

国庫支出金 
2億5,299万円 

道支出金 
1億5,724万円 

繰入金 
1億2,508万円 

町債 
6億600万円 

その他（地方贈与税など） 
2億3,601万円 

諸収入 
8,320万円 

地方交付税 
20億5,000万円 

民生費 
10億3,048万円 

土木費 
4億853万円 

消防費 
1億5,330万円 

教育費 
3億6,858万円 

公債費 
5億9,638万円 

給与費 
7億7,013万円 

議会費　4,814万円 

その他　　　　　　　 
（労働費・予備費など） 

590万円 

総務費 
2億858万円 

衛生費 
1億9,581万円 

農林水産業費 
3億227万円 

商工費 
6,660万円 

使用料及び手数料 
1億3,914万円 

各　会　計　予　算 
会　　計　　名 予　　算　　額 収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

水道事業会計予算 

一 般 会 計  
国 保 会 計  
後期高齢者医療会計 
介 護 保 険 会 計  
下 水 道 会 計  
合 計  

41億5,470万円 
9億5,650万円 
7,110万円 

4億8,210万円 
2億3,130万円 
58億9,570万円 

1億8,271万円 
1億5,982万円 

8,241万円 
1億2,531万円 

収　　　入 
支　　　出 

収　　　入 
支　　　出 



―平成26年度予算審査特別委員会― 

まちづくりと財政健全化を両立させ、 
　　　　行財政の均衡を図った予算を審査 
　平成26年度予算審査特別委員会は、係長までを説明員とし、３月11日から５日間 
開催されました。新年度の町の予算について、活発な質疑が展開されました。 

◆ＴＰＰ交渉からの撤退を求める請願書 
請願者　訓子府農民組合　委員長　加藤和寿 
　　　　訓子府農民連盟　委員長　谷　道弘 

※全会一致で採択されました。 

－議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関に意見書を
提出しました。－ 

◆ＴＰＰ等国際貿易交渉に対する要望意見書 
　　・食糧・農業・地域経済に甚大な影響を与えるＴＰＰ交渉から撤退すること。 
　　・日豪ＥＰＡ交渉については、平成18年12月の衆参両院農林水産委員会における決議を遵守 
　　　すること。 

◆「特定秘密の保護に関する法律」の凍結を求める要望意見書 
　　・「特定秘密の保護に関する法律」の施行を凍結すること。 

◆介護保険制度見直しに関する要望意見書 
　　・要支援者に対する介護予防給付を従来どおり継続すること。 
　　・特別養護老人ホームの入居者については、従来どおりとすること。 
　　・利用者の費用負担については、現行を維持すること。 
　　・介護保険財政については、国が責任を持つこと。 

「
庁
舎
暖
房
保
守
点

検
業
務
」
１
９
７
万

３
千
円
の
内
容
は
。

平
成
20
年
６
月
、
冷

暖
房
機
が
故
障
し
た

が
、
財
政
再
建
中
の
た
め

修
理
を
延
期
し
て
い
た
。

そ
の
間
使
用
し
て
い
た

予
備
の
ボ
イ
ラ
ー
に
も
故

障
が
出
た
た
め
、
平
成
25

年
７
月
２，

０
４
７
万
５

千
円
か
け
全
面
改
修
を
行

っ
た
。

そ
の
後
に
毎
年
必
要
と

す
る
保
守
点
検
費
で
あ
る
。

空
き
店
舗
対
策
と
は

ど
ん
な
制
度
で
す
か
。

こ
れ
は
正
式
に
は

「
訓
子
府
町
店
舗
出

店
等
支
援
補
助
制
度
」
と

言
っ
て
新
規
に
出
店
を
希

望
す
る
方
や
、
共
同
出
店

な
ど
に
よ
る
空
き
店
舗
の

再
利
用
を
含
め
た
サ
ロ
ン

的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
の
活
用
な
ど
町
民
の

利
便
性
に
と
ど
ま
ら
ず
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

方
々
へ
の
支
援
策
で
す
。

一
件
に
つ
き
上
限
３
０

０
万
円
（
対
象
経
費
の
３

分
の
２
）
の
補
助
金
を
出

す
も
の
で
、
期
間
は
平
成

26
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
の
５
カ
年
と
し
た
も
の

で
す
。温

泉
保
養
セ
ン
タ
ー

修
繕
料
３
３
２
万
６

千
円
の
内
容
は
。

老
朽
化
し
て
い
る
シ

ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
ス

ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
付
き
の
も

の
に
交
換
す
る
た
め
で
、

男
湯
・
女
湯
合
わ
せ
て
24

個
の
交
換
で
約
１
９
０
万

円
、
ほ
か
に
、
更
衣
室
の

排
煙
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
修
繕

で
約
１
０
７
万
円
、
そ
の

他
の
修
繕
で
35
万
円
で
す
。

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
交

換
す
る
こ
と
で
、
節
水
効

果
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ワ

ー
温
度
が
一
定
に
な
り
、

快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

予
算
関
連
質
疑
応
答



活性化が期待される商店街 活性化が期待される商店街 

一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  
９名の議員が町長、教育長に一般質問を行いました。 

具
体
的
な
中
で
検
討
し
た
い 

町
長 

空
き
店
舗
補
助
、 

非
商
業
施
設
の
扱
い
は 

空
き
店
舗
補
助
事

業
の
決
定
へ
の
経
過
な
ら

び
に
考
え
方
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

一
昨
年
の
８
月
以

降
、
道
道
沿
い
で
は
小
売

業
の
閉
店
が
相
次
ぎ
、
さ

ら
に
は
今
年
も
何
店
か
閉

店
さ
れ
る
話
が
聞
こ
え
て

き
て
お
り
ま
す
。

商
店
街
や
町
並
み
の
ゾ

ー
ン
形
成
の
維
持
と
近
年

商
工
青
年
部
が
行
っ
た

「
買
い
物
環
境
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
や
、
議
会
・
商
工
会
か

ら
の
要
望
な
ど
も
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
空
き
店

舗
の
活
用
と
商
店
街
の
活

性
化
対
策
の
必
要
性
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
空
き
店
舗
の
増

加
は
街
の
魅
力
や
集
客
力

や
収
益
の
減
少
な
ど
町
全

体
の
商
業
力
低
下
に
も
つ

な
が
り
、
ま
ち
の
活
性
化

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
空
き
店

舗
を
改
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
集
客
力
の
ア
ッ
プ
な

ど
を
は
か
り
、
既
存
店
舗

の
改
修
支
援
事
業
と
と
も

に
商
店
街
の
活
性
化
を
は

か
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
対
策
の

効
果
と
将
来
像
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

に
も
「
徒
歩
や
自
転
車
で

行
け
る
範
囲
の
お
店
が
必

要
で
あ
る
」
と
多
く
の
意

見
が
あ
り
、
空
き
店
舗
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
も
行

政
支
援
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
ま
す
。

単
な
る
個
店
の
支
援
策

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

商
店
街
の
活
性
化
を
含
む

ま
ち
づ
く
り
の
対
策
と
し

て
の
位
置
付
け
を
し
て
い

ま
す
。

今
後
商
店
街
が
従
来
の

「
買
い
物
の
場
」
か
ら

「
生
活
・
交
流
の
場
」
と

し
て
高
め
る
こ
と
も
活
性

化
対
策
の
一
つ
の
方
法
と

考
え
て
お
り
、
空
き
店
舗

に
つ
い
て
は
「
商
業
施
設
」

と
し
て
の
活
用
に
限
ら
ず

「
非
商
業
施
設
」
と
し
て

の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
商
工
会
・
福
祉
関

係
・
行
政
が
連
携
を
取
り

合
っ
て
推
進
す
る
こ
と
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
商
業
施
設
に
あ

た
っ
て
は
運
営
そ
の
も
の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主
体

と
し
た
も
の
と
思
う
の
で

よ
う
な
方
策
を
望
み
ま
す
。

非
商
業
施
設
に
対

す
る
中
身
は
、
今
後
の
具

体
的
な
中
で
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

開
業
の
資
金
を
出
し
て
ま

で
の
開
設
は
非
常
に
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

非
商
業
施
設
は
町
で
空

き
店
舗
等
を
整
備
し
、
運

営
す
る
団
体
に
貸
し
出
す

干ばつによる圃場への灌水 
かんすい 

余湖議員

余
湖

町
長

余
湖

町
長

余
湖

町
長



活性化が期待される商店街 

一 般 質 問  一 般 質 問  

干ばつによる圃場への灌水 干ばつによる圃場への灌水 
かんすい かんすい 

多
く
の
課
題
は
あ
る
が
検
討
し
た
い 

町
長 
農
業
に
不
可
欠
で
あ
る
水
対
策
は 

昨
年
は
、
世
界
的

な
異
常
気
象
で
春
耕
期
の

遅
れ
、
夏
に
は
過
去
に
は

例
の
な
い
高
温
干
ば
つ
で
、

ひ
と
月
の
雨
量
が
１
㎜
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、
作
物
の

生
育
が
止
ま
り
、
秋
は
天

候
が
悪
く
減
収
に
な
っ
た

一
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
長
く
続
け
て
き
た
訓

子
府
の
農
業
基
盤
整
備
の

効
果
は
明
ら
か
で
、
他
の

地
区
と
比
較
す
る
と
訓
子

府
の
良
さ
が
わ
か
り
、
昨

年
か
ら
第
四
期
の
道
営
農

業
基
盤
整
備
事
業
が
は
じ

ま
っ
た
こ
と
に
大
き
な
期

待
と
評
価
す
る
と
こ
ろ
で

す
。数

年
前
か
ら
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
る
も
の

な
の
か
ゲ
リ
ラ
的
な
集
中

豪
雨
や
雹
害

ひ
ょ
う
が
い

、
干
ば
つ
に

よ
る
水
不
足
で
、
農
産
物

の
生
産
量
が
減
る
一
方
で

世
界
人
口
は
71
億
人
を
超

え
、
あ
と
10
年
余
り
で

80
億
人
に
達
し
、
今
後

15
年
ほ
ど
で
世
界
人
口
の

約
半
分
が
水
不
足
に
直
面

し
、
今
世
紀
末
に
は
、

90
億
人
に
な
り
、
世
界
の

平
均
気
温
は
現
在
よ
り
最

大
で
４．

８
度
上
昇
す
る

と
発
表
さ
れ
て
お
り
、
２

度
の
上
昇
で
止
ま
れ
ば
対

応
策
も
あ
る
が
、
４
度
以

上
の
上
昇
は
限
界
と
の
こ

と
で
す
。

農
業
で
は
、
高
温
に
強

い
品
種
や
栽
培
技
術
の
開

発
な
ど
に
取
り
組
め
ば
、

現
在
収
量
の
15
％
か
ら

18
％
相
当
の
増
収
を
も
た

ら
す
余
地
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
、
地
球

温
暖
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
「
基
幹
産
業
」
で
あ
る
農

業
に
と
っ
て
、
水
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
過
去
に
畑
地

灌
水

か
ん
す
い

事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

畑
地
か
ん
が
い
事

業
に
お
け
る
調
査
の
実
施

に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成

20
年
度
に
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら

い
と
網
走
開
発
建
設
部
が
、

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

に
よ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

の
導
入
を
目
指
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
北
見
市
の

２
地
区
と
訓
子
府
の
１
地

区
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の
調
査

結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
畑

地
か
ん
が
い
を
希
望
す
る

面
積
と
し
て
、
川
北
高
台

地
区
５
３
１
ha
、
川
南
高

台
と
大
谷
を
合
わ
せ
た
地

区
で
は
１
４
６
ha
、
そ
し

て
常
呂
川
流
域
地
区
で
は
、

５
９
７
ha
の
集
計
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
訓
子
府
土
地
改

良
区
で
は
、
今
の
水
田
か

ん
が
い
用
水
か
ら
水
田
と

畑
地
か
ん
が
い
用
水
を
合

わ
せ
た
利
用
に
変
更
す
る

た
め
、
受
益
区
域
と
な
り

ま
す
常
呂
川
流
域
の
１，

１
１
０
ha
の
所
有
者
の
全

員
に
対
し
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

土
地
改
良
区
管
理

用
水
は
、
畑
に
も
使
用
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
後
の
経
過
は
。

現
在
、
常
呂
川
流

域
以
外
の
畑
は
、
水
利
権

を
保
有
し
て
い
な
い
の
で

利
用
出
来
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。畑

地
か
ん
が
い
に

関
す
る
補
助
事
業
は
な
い

か
。

常
呂
川
の
水
利
権

を
新
た
に
取
得
す
る
こ
と

が
大
前
提
と
な
り
ま
す
の

で
、
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
。

山本議員

山
本

町
長

山
本

山
本

町
長

町
長
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各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
の
協
力 

町
長 

開
基
１
２
０
年
に
向
け
た 

取
り
組
み
は 

記
念
事
業
な
ど
で
町
の
誕
生
を
盛
り
上
げ
る 

町
長 

開基100年記念式典 開基100年記念式典 

福
祉
優
先
の
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
は 

平
成
28
年
に
訓
子

府
町
は
開
基
１
２
０
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。

先
人
の
苦
労
を
し
の
び

「
未
来
に
つ
な
が
る
　
ふ

る
さ
と
訓
子
府
」
を
思
い

描
け
る
開
基
１
２
０
年
の

節
目
に
向
け
た
取
り
組
み

の
考
え
は
。

１
２
０
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
平
成
28
年
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
記
念
事
業
な
ど
を

通
じ
町
の
誕
生
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は

準
備
着
手
の
年
と
位
置
付

け
、
町
民
代
表
を
中
心
と

し
た
記
念
事
業
の
企
画
を

行
う
組
織
を
立
ち
上
げ
、

事
業
内
容
を
検
討
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
お
も

い
や
り
寄
付
」「
ふ
る
さ

と
納
税
」「
ふ
る
さ
と
応
援

団
」
の
Ｐ
Ｒ
、
進
め
方
は
。

「
ふ
る
さ
と
お
も

い
や
り
寄
付
」
は
、
一
口

５
千
円
で
訓
子
府
町
独
自

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

今
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
リ
ン
ク
し
て
や
っ
て
い

ま
す
。

寄
付
い
た
だ
い
た
方
に

は
何
に
使
っ
た
か
お
知
ら

せ
し
、
お
礼
と
し
て
い
ま

す
。特

産
品
な
ど
の
お
礼
に

つ
い
て
は
本
来
の
趣
旨
と

は
違
う
が
検
討
し
ま
す
。

河端議員

町
長
は
就
任
以
来

「
町
民
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
優
先
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
す
す
め
て
き

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難

を
抱
え
る
人
が
増
え
て
お

り
そ
の
対
策
が
急
務
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
無
縁
社
会
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
隣
近
所

や
地
域
・
肉
親
と
さ
え
関

わ
り
を
持
て
ず
に
起
き
る

「
孤
独
死
・
孤
立
死
」
が

社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

特
に
「
自
宅
で
死
亡
し

発
見
ま
で
一
週
間
以
上
か

か
っ
た
」
事
例
に
つ
い
て

道
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
と

思
う
が
本
町
で
の
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

12
月
26
日
付
、
道

か
ら
の
照
会
文
書
に
対
し

「
平
成
25
年
中
に
お
け
る

孤
立
死
の
発
生
は
件
数
・

人
数
と
も
に
０
件
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
の
町
長

就
任
以
来
、
今
ま
で
に
孤

立
死
を
さ
れ
た
方
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

ま
た
、
そ
れ
を
受
け
て

対
策
を
と
り
ま
し
た
か
。

２
件
く
ら
い
あ
り

ま
し
た
が
、
特
別
な
対
策

は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
増
え
て
く
る
と

思
う
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
シ
ス
テ
ム
構
築
の
考

え
は
。

民
生
委
員
児
童
委

員
・
地
域
担
当
職
員
・
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
、
さ
ら
に
町
内
会
・
実

践
会
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
見
守
り
を
強
化
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
・
高
齢
者
世
帯
・
障

が
い
を
も
つ
人
な
ど
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
こ
の

町
に
住
み
続
け
た
い
と
願

っ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
が
、
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」

建
設
な
ど
の
考
え
は
。

平
成
26
年
度
に

「
く
ん
ね
っ
ぷ
静
寿
園
」

の
個
室
10
床
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
２
床
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
整

備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
当
面
ケ
ア
ハ

ウ
ス
建
設
等
の
考
え
は
あ

り
ま
ん
。

町
長

町
長

河
端

河
端

河
端

河
端

町
長

河
端

町
長

町
長

河
端

町
長
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利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る 

町
長 
森
林
認
証
の
効
果
は どの
程
度
あ
る
の
か 

社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
に 

至
っ
た
要
因
は 

社
会
教
育
活
動
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
た
め 

教
育
長 

町
政
執
行
方
針
で

「
町
有
林
で
生
産
さ
れ
る

木
材
の
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
に
、
町
有
林
の
森

林
認
証
の
申
請
を
行
う
」

と
あ
る
が
、
森
林
認
証
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長
　
本
町
が
申
請
す
る

の
は
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
（
エ
ス
ジ

ェ
ッ
ク
）
認
証
制
度
と
言

い
、
持
続
可
能
な
森
林
経

営
の
基
準
と
照
ら
し
、
所

有
者
が
森
林
の
適
切
な
管

理
を
行
っ
て
い
る
か
審
査

し
、「
緑
の
循
環
」
認
証

会
議
が
認
証
す
る
制
度
で

す
。

認
証
を
受
け
た
森
林
の

所
有
者
や
管
理
者
は
、
森

林
管
理
が
向
上
し
、
自
然

環
境
の
保
全
と
良
質
な
木

材
生
産
が
両
立
さ
れ
、
健

全
な
森
林
育
成
が
継
続
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

森
林
認
証
の
効
果

は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

森
林
保
全
に
貢
献

し
、
環
境
に
も
配
慮
し
た

森
林
経
営
者
と
し
て
の
評

価
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

町
有
林
で
産
出
さ
れ
た

林
産
物
が
優
良
な
製
品
と

の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り
、

認
証
マ
ー
ク
を
貼
付

て
ん
ぷ

す
る

こ
と
で
差
別
化
が
図
ら
れ
、

環
境
に
も
配
慮
さ
れ
た
商

品
と
し
て
利
用
者
か
ら
選

ば
れ
る
こ
と
が
よ
り
期
待

さ
れ
ま
す
。

町
有
林
管
理
や
事

業
経
営
に
つ
い
て
、
今
後

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
地
域
や
生
活
な
ど

の
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る

計
画
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
は
ど
の

よ
う
な
手
順
で
行
う
の
か
。

社
会
教
育
委
員

を
中
心
と
し
た
社
会
教
育

中
期
計
画
策
定
委
員
会
を

組
織
し
、
来
年
２
月
を
め

ど
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

第
２
次
生
涯
学
習
推
進

計
画
の
評
価
・
進
捗
状
況

調
査
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

各
種
団
体
・
機
関
へ
の
聞

き
取
り
な
ど
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
工
藤
議
員
は
こ
の
他
に

「
公
共
工
事
に
お
け
る
労

務
単
価
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

育
活
動
の
方
向
性
を
明
確

に
す
る
た
め
に
策
定
し
ま

す
。

計
画
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の

か
。

平
成
27
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５

カ
年
の
計
画
を
策
定
し
ま

す
。町

民
が
豊
か
な
人
生
や

社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
学
び
が

ひ
と
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

こ
の
た
び
の
執
行

方
針
で
「
社
会
教
育
中
期

計
画
」
を
策
定
す
る
と
あ

る
が
、
中
期
計
画
策
定
に

至
っ
た
要
因
は
何
か
。

少
子
高
齢
化
や

高
度
情
報
化
な
ど
、
新
し

い
時
代
の
変
化
に
伴
い
計

画
的
に
社
会
教
育
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、

生
涯
学
習
社
会
に
お
い
て

社
会
教
育
が
今
後
果
た
す

役
割
の
重
要
性
を
か
ん
が

み
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教

ツ
ク
総
合
振
興
局
東
部
森

林
室
か
ら
の
技
術
指
導
・

助
言
を
受
け
る
な
ど
適
切

な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
し
、
森
林
経
営
に
お
い

て
も
、
経
済
性
や
社
会
性

に
配
慮
し
た
町
民
に
信
頼

さ
れ
る
町
有
林
管
理
を
目

指
し
、
よ
り
適
切
な
森
林

管
理
を
行
い
ま
す
。

の
対
応
は
可
能
な
の
か
。

認
定
事
業
体
に
な

れ
ば
、
取
得
後
の
平
成

27
年
度
以
降
も
毎
年
の
委

託
費
と
再
取
得
の
費
用
が

発
生
し
ま
す
が
、
管
理
面

で
は
森
林
管
理
レ
ベ
ル
の

向
上
や
林
産
物
の
改
善
に

役
立
つ
ほ
か
、
既
に
取
得

さ
れ
て
い
る
置
戸
町
、
新

生
紀
森
林
組
合
、
オ
ホ
ー

開基100年記念式典 
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各
課
連
携
で
利
用
、
事
業
効
果
を
高
め
る 

町
長 
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
施
設
の
活
用
を 

健康づくりに「うらら」の機能訓練室・ 
健康増進室のご利用を 
健康づくりに「うらら」の機能訓練室・ 
健康増進室のご利用を 

温
水
プ
ー
ル
を
、

高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
活
用
方
法
と
し
て
、
健

康
増
進
の
保
健
事
業
と
し

て
の
利
用
を
拡
大
し
て
、

よ
り
積
極
的
に
事
業
効
果

を
高
め
て
は
ど
う
か
。

開
設
当
時
と
温
水

プ
ー
ル
を
運
営
す
る
環
境

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

こ
の
19
年
間
で
61
万

１
千
人
が
利
用
し
た
が
、

当
初
の
４
万
人
が
現
在
は

２
万
人
程
度
と
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。

温
水
に
な
っ
た
効
果
と

し
て
、
長
期
間
の
利
用
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
と
、

本
町
の
特
長
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
活
用
が
高
い
こ

と
、
教
科
と
し
て
や
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
中
で
の
運
動
は
、
浮

力
に
よ
っ
て
骨
や
関
節
へ

の
負
担
が
少
な
く
、
筋
肉

の
緊
張
を
和
ら
げ
、
関
節

可
動
域
を
改
善
、
さ
ら
に

水
圧
や
水
流
を
利
用
し
た

筋
力
の
維
持
や
向
上
、
バ

ラ
ン
ス
能
力
の
改
善
に
有

効
と
言
わ
れ
て
お
り
、
膝

や
腰
部
、
股
関
節
な
ど
の

痛
み
を
訴
え
て
い
た
高
齢

者
も
、
日
常
で
は
困
難
な

動
作
も
水
中
で
は
可
能
に

な
り
、
負
担
な
く
実
践
で

き
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
、
水
中
運

動
教
室
を
実
施
し
た
結
果
、

体
力
的
に
は
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
、
歩
行
能
力
の
維
持

に
効
果
が
み
ら
れ
、
身
体

的
側
面
だ
け
で
な
く
、
積

極
性
や
社
会
性
の
面
で
も

高
齢
者
の
「
閉
じ
こ
も
り
」

の
予
防
や
自
ら
介
護
予
防

に
取
り
組
む
動
機
づ
け
な

ど
、
期
待
さ
れ
た
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
高
齢
化
が
進
む

中
に
あ
っ
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
保
健
事
業
と
し

て
の
、
施
設
活
用
の
拡
大

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
う
ら
ら
」
の
機
能
訓

練
・
健
康
増
進
室
は
、
地

域
福
祉
の
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、
町
民
が
自

由
に
利
用
す
る
施
設
と
思

う
が
、
専
門
的
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な
い
町

で
は
、
健
康
的
な
体
力
維

持
、
退
院
後
の
体
力
の
回

復
に
積
極
的
な
活
用
へ
の

指
導
で
事
業
効
果
の
向
上

に
努
め
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

町
民
の
健
康
は
町

の
宝
で
あ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
町
民
が
い
つ
ま
で

も
健
康
な
こ
と
が
、
医
療

費
の
縮
減
を
含
め
町
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
特
に

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
元

気
に
過
ご
す
こ
と
は
極
め

て
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。

冬
期
間
は
、
寒
さ
が
厳

し
く
な
り
、
降
雪
な
ど
で

屋
外
で
の
活
動
や
運
動
が

制
限
さ
れ
る
た
め
、
一
日

を
通
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
お
り
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
老
人
ク
ラ
ブ
」

「
若
が
え
り
学
級
」
な
ど

で
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
運
動
が
嫌
い
で
苦
手

な
、
ま
た
運
動
に
自
信
が

な
い
、
体
力
に
自
信
が
な

い
な
ど
の
方
が
、
気
軽
に

安
全
に
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
し
っ
か
り
管
理
を

し
て
い
き
ま
す
。

機
能
訓
練
・
健
康
増
進

室
に
限
ら
ず
、
本
町
の
施

設
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
医
療
費
や
介
護
給
付

費
な
ど
を
少
し
で
も
縮
減

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
町

民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で

も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
関
係
課
が
連
携
し
て

健
康
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

自転車のルールを学ぶ子どもたち 

「議会だより」についてご意見をお寄せください。 
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佐
藤

町
長

佐
藤

町
長



健康づくりに「うらら」の機能訓練室・ 
健康増進室のご利用を 

自転車のルールを学ぶ子どもたち 自転車のルールを学ぶ子どもたち 

安
全
な
道
路
交
通
環
境
に
努
め
る 

町
長 

「議会だより」についてご意見をお寄せください。 「議会だより」についてご意見をお寄せください。 
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　どうぞ議会事務局までご意見をお寄せください。 

47-2184・FAX47-2600 gikai@town.kunneppu.hokkaido.jp

自
転
車
の
安
全
指
導
は 

道
路
に
お
け
る
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
道

路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
に
乗
る
と
き
の
ル

ー
ル
が
変
わ
り
ま
し
た
。

特
に
、
違
反
す
る
と
３
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
な
違
反
を

２
回
以
上
繰
り
返
す
と
講

習
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な

ど
、
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま

す
。子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
く
今
一
度
、
安

全
意
識
を
高
め
、
違
反
や

事
故
の
な
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
、
指
導
を
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

自
転
車
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

層
が
多
様
な
用
途
で
利
用

す
る
身
近
な
交
通
手
段
で

あ
り
、
近
年
は
環
境
問
題

や
日
常
の
健
康
づ
く
り
な

ど
の
観
点
か
ら
自
転
車
利

用
者
は
多
数
に
及
び
、
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
自
転

車
が
普
及
し
て
き
て
い
ま

す
。一

方
で
、
こ
こ
数
年
の

全
国
的
な
自
転
車
関
連
事

故
の
発
生
件
数
は
、
交
通

事
故
全
体
の
約
２
割
を
占

め
、
自
転
車
乗
車
中
に
死

傷
し
た
者
の
約
３
分
の
２

に
何
ら
か
の
法
令
違
反
が

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
自
転

車
に
か
か
わ
る
交
通
状
況

は
予
断
を
許
さ
れ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
に
お
け
る
危
険
を

防
止
し
、
交
通
の
安
全
と

円
滑
を
図
り
、
道
路
の
交

通
に
起
因
す
る
障
害
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
道
路
交
通
法
で
は
、
自

転
車
を
軽
車
両
と
位
置
付

け
て
自
動
車
同
様
、
歩
行

者
に
大
き
な
危
害
を
加
え

た
り
運
転
者
自
身
も
含
め

他
の
車
両
も
巻
き
込
ん
だ

大
事
故
に
発
展
し
か
ね
な

い
な
ど
、
良
好
な
自
転
車

交
通
秩
序
の
実
現
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

違
反
や
事
故
の
な
い
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

は
、
私
も
同
様
の
思
い
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
道

路
交
通
法
の
改
正
を
契
機

に
、
自
転
車
は
あ
く
ま
で

も
「
車
両
」
で
あ
る
こ
と
、

中
央
交
通
安
全
対
策
会

議
・
交
通
対
策
本
部
が
決

定
し
た
自
転
車
安
全
利
用

５
原
則
の
徹
底
な
ど
を
含

め
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ

た
場
合
の
罰
則
や
事
故
発

生
リ
ス
ク
、
加
害
者
と
な

っ
た
場
合
の
損
害
賠
償
な

ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

事
例
を
示
す
な
ど
、
年
齢

層
に
応
じ
た
わ
か
り
や
す

い
周
知
に
努
め
ま
す
。

安
全
教
育
に
つ
き
ま
し

て
も
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
そ
の
保
護
者
、

さ
ら
に
高
齢
者
や
事
業
所

を
対
象
に
警
察
、
交
通
安

全
指
導
員
、
そ
の
他
関
係

機
関
や
団
体
と
も
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
安
全
で
安

心
で
き
る
道
路
交
通
環
境

づ
く
り
に
向
け
て
努
め
て

い
き
ま
す
。

※
安
藤
議
員
は
こ
の
他
に

「
横
断
自
動
車
道
整
備
に

伴
う
町
内
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
」「
児
童
・

生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

安藤議員

安
藤

町
長



防災等の情報を受信する「Ｊアラート」 

地元企業を合同で訪問学習する訓小・居小児童 地元企業を合同で訪問学習する訓小・居小児童 

交
流
の
機
会
の
確
保
と
授
業
の
検
討 

教
育
長 
訓
小
と
居
小
間
の 

交
流
授
業
の
実
態
と
課
題 

ら
特
定
不
妊
治
療
費
の
上

乗
せ
助
成
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。

平
成
25
年
度
２
月
末
ま

で
の
実
績
は
、
２
組
の
方

が
合
計
４
回
、
総
額
で

20
万
４，

１
４
４
円
の
支

出
で
す
。

課
題
は
、
こ
の
治
療
の

身
体
的
苦
痛
、
経
済
的
負

担
な
ど
周
囲
の
方
々
の
理

解
や
支
え
が
大
切
で
、
こ

の
制
度
が
有
効
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
継
続
し
ま
す
。

児
童
数
減
少
の
中

訓
小
と
居
小
と
の
交
流
授

業
の
実
態
と
今
後
の
課
題

は
何
で
す
か
。

交
流
授
業
は
こ

こ
数
年
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
、
本
年
度
は
全
学
年

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
で
は
訓
小
児
童

が
居
小
を
訪
問
し
た
り
中

学
年
で
は
地
元
企
業
を
合

同
で
訪
問
、
学
習
し
、
高

学
年
で
は
、
居
小
児
童
が

訓
小
の
参
観
日
に
訪
問
し

発
表
会
に
参
加
し
た
他
６

年
生
は
修
学
旅
行
の
事
前

学
習
を
合
同
で
実
施
し
ま

し
た
。

小
学
校
間
で
毎
年
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
み
、
少

し
ず
つ
回
数
を
増
や
し
て

き
ま
し
た
。

課
題
と
し
て
、
居
小
が

複
式
学
級
な
の
で
、
交
流

授
業
の
内
容
が
限
定
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

居
小
の
子
ど
も
た

ち
は
同
級
生
を
ほ
し
が
っ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
交
流

授
業
を
増
や
し
た
り
充
実

し
た
内
容
に
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。交

流
授
業
は
両

校
の
先
生
方
が
年
に
数
回

協
議
し
て
、
計
画
を
立
て

反
省
点
を
受
け
な
が
ら
実

行
し
て
い
ま
す
。

次
年
度
以
降
の
実
施
に

向
け
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
る
よ
う
、
交
流
の

機
会
の
確
保
と
授
業
内
容

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

訓
子
府
町
こ
ど
も

園
の
基
本
計
画
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
３
つ
の
施
設

の
機
能
を
職
員
の
待
遇
や

配
置
も
含
め
て
ど
の
よ
う

に
調
整
し
、
ど
の
程
度
の

規
模
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
の
臨
時

職
員
も
含
め
た
保
育
士
、

教
諭
が
中
心
と
な
っ
て
議

論
し
、
相
互
に
見
学
、
体

験
し
、
相
互
理
解
を
深
め

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
適
宜
に
説
明
会

を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
施
設

運
営
面
を
検
討
し
ま
す
。

職
員
の
配
置
は
、
個
々

の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に

配
慮
し
た
体
制
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

施
設
の
規
模
は
、
現
時

点
で
の
総
体
面
積
で
は
、

２
千
㎡
程
度
の
建
物
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
専
門
業
者
か
ら

の
技
術
提
案
（
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
）
を
受
け
、
保
護
者

の
方
か
ら
の
ご
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
本
町
に
ふ
さ

わ
し
い
こ
ど
も
園
を
建
設

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
西
山
議
員
は
こ
の
他
に

「
町
営
・
町
有
住
宅
の
入

居
状
況
と
今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
」
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

西山議員

町
長
は
子
ど
も
を

産
む
前
か
ら
成
人
ま
で
を

一
連
の
子
育
て
期
間
と
捉

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
平
成
25

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
申
請

状
況
と
課
題
は
何
で
す
か
。

北
海
道
で
は
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

を
平
成
16
年
10
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
本
町
で

も
今
年
度
か
ら
、
特
定
不

妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
個
人
情
報
の

保
護
を
十
分
配
慮
し
な
が

西
山

教
育
長

教
育
長

西
山

町
長

西
山

教
育
長

西
山

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は

業
務
の
委
託
先
や
設

計
者
を
決
め
る
際
に
、

複
数
の
者
に
企
画
を
提

案
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
優
れ
た
提
案
を

選
ぶ
こ
と
で
す
。



防災等の情報を受信する「Ｊアラート」 防災等の情報を受信する「Ｊアラート」 

介
護
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を 

町
長 
特
養
の
待
機
者
対
応
は 

第２回定例会は  頃に開催する予定です。 
 
議会中の議場の様子を庁舎１階町民ホールにおいて、テレビでも放映しています。 
議会傍聴に関するお問い合わせは、議会事務局　  　４７－２１８４へ 

第１回定例会は、19名の傍聴がありました。 

今
年
度
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
ん

ね
っ
ぷ
静
寿
園
」
の
増
築

が
は
じ
ま
る
が
、
待
機
者

が
多
く
解
消
に
は
時
間
が

か
か
る
と
思
う
が
、
今
後

の
居
宅
介
護
を
含
め
、
さ

ら
に
待
機
者
解
消
に
む
け

て
の
対
応
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

平
成
26
年
度
に
お

い
て
「
く
ん
ね
っ
ぷ
静
寿

園
」
の
個
室
10
床
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
２
床
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
休
憩

ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
整
備
を

行
う
訓
子
府
福
祉
会
に
対

し
て
支
援
を
行
い
、
待
機

者
解
消
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
な
る
待
機

者
の
解
消
の
た
め
、
元
気

な
高
齢
者
が
介
護
の
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
介
護
予
防
事
業
の
積
極

的
な
取
り
組
み
と
、
在
宅

で
介
護
す
る
た
め
の
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
な
の
か
、
ま
た

町
民
の
方
が
誰
も
が
簡
単

に
利
用
で
き
る
の
か
伺
い

た
い
。

メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
は
、「
防
災
等
情
報

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
名
称
で
、
基
本
的

に
は
、
全
国
の
市
町
村
に

整
備
さ
れ
て
い
る
国
民
保

護
関
係
の
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

い
わ
ゆ
る
「
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
」
が
受
信
す

る
防
災
等
の
情
報
を
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
配
信
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ド

レ
ス
を
、
町
の
メ
ー
ル
サ

ー
バ
ー
に
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

が
受
信
し
た
情
報
が
、
登

録
さ
れ
た
方
に
メ
ー
ル
で

伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達

網
を
張
り
巡
ら
せ
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
情
報
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
幼
保
一
体
化
」

の
施
設
に
つ
い
て
確
認
を

含
め
伺
い
た
い
。

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
が
別
棟
に
な
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
今
後
の
建

物
の
維
持
・
管
理
、
い
ろ

い
ろ
な
経
費
を
考
え
た
と

き
、「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
組
み
入
れ
た
ほ

う
が
適
策
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
い
た
い
。

本
来
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
親
子
が
来

所
す
る
施
設
で
あ
り
、
利

用
者
か
ら
も
現
有
施
設
で

の
利
用
を
望
む
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
に
つ
い
て

は
、
昭
和
58
年
建
設
で
あ

り
、
他
の
用
途
と
し
て
の

使
用
期
間
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
建
物
と
し
て
も
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
十
分
使
用
で
き
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
施
設
に

空
き
教
室
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
機
能
を
こ
ど
も
園

で
担
う
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
利
用
者
や
機
能

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
当
面
は
現
施
設

で
の
運
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

※
小
林
議
員
は
他
に
「
教

育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

地元企業を合同で訪問学習する訓小・居小児童 

小林議員

小
林

町
長

小
林

町
長

小
林

町
長



一般質問の記事掲載について 

主
権
者
と
し
て
住
民
の
成
長
を
期
待 

町
長 

まちづくり推進会議 まちづくり推進会議 

一般質問の記事については、一質問者につき二問までを掲載し、内容を要約しています。 
その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧ください。 
会議録は図書館に備えつけてあります。また、町ホームページ(http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/)
にも掲載しております。 
なお、会議録公開については、議会終了後３ヵ月程度の期間を要します。 

住
民
参
画
で
次
世
代
に
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
を 

財
政
健
全
化
を
念

頭
に
お
き
、
町
民
の
声
、

思
い
を
受
け
止
め
行
政
運

営
に
関
わ
る
者
の
見
聞
を

深
め
る
中
で
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
期
待
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
、
課
題

と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

今
後
、
将
来
に
向

け
て
財
政
に
大
き
な
好
転

を
見
込
む
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
町
の
こ
と
は
誰
も
が

参
加
し
て
決
め
る
」
こ
と

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

進
め
て
き
ま
し
た
。

町
民
・
議
会
・
行
政
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、

原
点
で
あ
る
住
民
自
治
を

め
ざ
し
た
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
大
切
と
感
じ
て
い
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議

で
は
、「
自
治
基
本
条
例
」

「
住
民
投
票
条
例
」
に
つ

い
て
具
体
的
提
案
な
ど
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
時
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
宝
は
職
員
で
あ

り
、
町
民
の
期
待
に
応
え

る
の
が
職
員
の
課
題
で
す
。

町
民
に
は
、
お
ま
か
せ

民
主
主
義
の
思
い
が
あ
る

が
全
て
を
付
託
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
主
権
者
と

し
て
住
民
が
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課

題
と
対
策
は
。

訓
子
府
の
元
気
づ

く
り
に
は
、
産
業
の
活
性

化
が
最
重
要
と
考
え
ま
す
。

基
幹
産
業
農
業
の
活
性

化
は
元
気
の
源
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
技

術
開
発
を
含
め
農
業
基
盤

を
支
え
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

「
サ
ロ
ン
ガ
ー
デ
ン
タ

ウ
ン
構
想
」
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
徒
歩
で
買
物
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
商
工
会
・
商
店
街
協

同
組
合
と
連
携
し
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
会
計
へ

の
財
源
補
て
ん
、
高
齢
者

住
宅
問
題
な
ど
複
雑
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
が
着
実

に
前
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
・
各
委
員
会

の
位
置
づ
け
と
活
動
充
実

に
向
け
て
の
対
応
は
。

議
会
は
、
独
任
制

の
町
長
と
は
独
立
の
立
場

に
お
い
て
相
互
に
牽
制
、

均
衡
と
調
和
の
関
係
を
保

持
し
、
公
正
で
円
滑
な
地

方
自
治
の
運
営
に
あ
た
る

こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

各
行
政
委
員
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
執
行
機
関
が
独

立
し
た
権
限
を
持
ち
、
予

算
の
執
行
、
調
整
や
議
案

提
案
な
ど
の
執
行
機
関
全

体
の
総
合
調
整
を
長
が
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
執
行
機
関
へ
の

権
限
集
中
を
避
け
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
て
、
公
正
中

立
に
事
務
を
執
行
す
る
た

め
の
機
関
で
す
。

多
種
多
様
な
課
題
に
つ

い
て
の
情
報
収
集
や
見
聞

を
深
め
る
こ
と
が
議
論
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
は
異
論

の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

研
修
、
視
察
経
費
の
計

上
を
し
て
い
ま
す
が
さ
ら

な
る
充
実
対
策
に
つ
い
て

は
財
政
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
予
算
編
成
時
に
検
証

し
て
い
き
ま
す
。

※
上
原
議
員
は
こ
の
他
に

「
教
育
行
政
執
行
方
針
に

つ
い
て
」
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

上原議員

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長



所管事務調査（原案可決） 

拭入札執行状況 
植今後のまちづくり 
殖国民健康保険事業の運営（後期高齢
者医療制度含む） 
燭町税の収納及び賦課状況・滞納繰越・
不納欠損処理状況等（町営住宅使用
料は除く） 

織各種福祉政策 

職児童センターの運営 
色各種予防業務の実施状況 
触子育て支援センターの運営 
食保育園及び幼稚園の運営 
蝕町営温水プールの維持管理 
辱図書館及びくんねっぷ歴史館の管理
運営 

尻その他委員会の所管に関する事項 

拭農業振興 
植畜産振興 
殖中小企業の振興 
燭堆肥供給センターの管理運営 
織温泉保養センターの管理運営 
職町営及び町有住宅の維持管理 
色建築及び土木工事の執行状況 

触下水道事業の運営 
食上水道事業の運営 
蝕道路、河川の維持管理 
辱公園の管理状況 
尻町有林の維持管理 
伸その他委員会の所管に関する事項 

橋
本
憲
治
議
長 

北
海
道
社
会
貢
献
賞 

（
自
治
功
労
者
）受
賞 

　
町
議
会
議
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
振
興
と
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
対
し
て
、
北
海
道

知
事
か
ら
、
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
、
２
月

３
日
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
地
域
政
策

部
長
よ
り
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
今
回
の
議
会
は
、
何
に
よ
り

知
り
ま
し
た
か
？ 

　
チ
ラ
シ
等
で
す
。 

 

◆
傍
聴
し
て
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

　
活
発
な
討
議
で
良
か
っ
た
。 

　
今
回
は
、
「
予
算
審
査
特
別

委
員
会
」
を
傍
聴
し
た
の
で
、

予
算
が
決
ま
る
経
緯
が
よ
く
わ

か
っ
た
。 

　
役
場
庁
舎
の
冷
房
機
の
故
障

に
つ
い
て
、
当
初
の
保
守
を
中

止
す
る
に
至
っ
た
こ
と
や
、
そ

の
他
の
施
策
に
つ
い
て
も
終
わ

っ
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
失

敗
の
原
因
や
反
省
な
ど
を
き
ち

ん
と
や
る
べ
き
で
あ
る
。 

71
歳
　
男
性 

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た 

方
に
感
想
を
聞
い
て 

み
ま
し
た
。 

総務文教常任委員会（調査事項） 

産業建設常任委員会（調査事項） 

　総務文教・産業建設の各常任委員会から、所管事務調査について、平成26年度閉会中も
継続調査ができるように議長に対し、議決の願いがあり、可決しました。 

まちづくり推進会議 



平成25年度所管事務調査結果報告［調査所見］（報告了承） 
拭　入札の執行にあたっては、今後とも適正な執行に努
めるとともに、町内の雇用や経済効果などの地域循環
型経済を念頭に進めていくことを求めるものである。 
植　まちづくり推進会議については、再度、その目的と役
割を明確にしたうえで進めていく必要がある。また、今
後の課題として、まちづくりについての住民参画に関
わる制度の確立を図ることが望まれる。 
　　まちづくりパワーアップ特別対策事業については、
町民の新規事業への幅広い支援として、その成果は評
価できるものである。さらに、町民に対し分かりやすい
制度の周知に努めることを求めるものである。 
　　また、本年度からスタートした車座トークについては、
開催団体等の拡大を図ることが課題であり、より一層
の事業の周知に努めていくことを求めるものである。 
殖　国民健康保険事業については、国の制度改革の方向
を見据えながら、今後とも事業の安定化のため、国庫負
担率の引き上げなどの財政支援について、関係機関を
つうじ求めていくことが必要である。 
　　また、保険給付費の抑制に関しては、健康に対しての
意識高揚を図ることが最も重要であり、そのために関
係機関と連携を図り効果的な予防業務を実施していく
ことを求めるものである。 
　　短期証や資格証の発行にあたっては、これまでと同様、
家族構成や生活実態に十分配慮した対応を望むもので
ある。 
燭　税の収納状況については、職員の徴収努力により、そ
の成果がみられるところである。 
　　同時に、税の公平性の原則からも引き続き滞納繰越
額の縮減に向け、努力を求めるものであるが、滞納者の
課税状況などや生活実態を考慮した対応を望むもので
ある。 
織　特別養護老人ホーム「静寿園」の増床に伴う施設整備
にあたっては、今後の施設運営などを含め十分な協議
のもと、進めていくことを望むものであり、また、ショー
トステイやデイサービスなどの在宅サービスの推進を
図り、新規利用者の不安を取り除くため積極的な取り
組みを求めるものである。 
　　今後、増加が予想される認知症については、現状の実
態の把握と認知症に対する町民の知識や理解を広く求
め、患者や家族の生活を支える体制づくりが必要と考
える。 
　　また、高齢者ハイヤー利用サービス事業および路線
バス高齢者利用支援事業などの高齢者の足の確保につ
いては、利用者に好評であり評価できるものである。今
後は利用状況を見極めながら制度の拡充についても検
討を望むものである。 
職　昨年開設した児童センターについては、その目的が
果たされていると評価できるものである。今後におい
ては、障がい児の入所などに配慮した指導員の配置など、
安全な施設運営を望むものである。 
 

色　各種健診の実施にあたっては、町民の保健推進の基
本であることから、引き続き町民への周知に努め、今後
さらなる受診率向上につなげていくことを望むもので
ある。 
触　子育て支援センターの運営については、子育て世代
の中心的存在となっており、その役割は十分果たされ
ていると認められる。新たな利用者のきっかけとなる
よう、利用状況などのＰＲを積極的におこなっていく
ことを望むものである。 
　　さらに、子育てに対する悩みや不安を抱え孤立して
いくことを防ぐため、子育て支援センターが中心とな
り関係各課、各機関などと連携を図り対応していくこ
とを望むものである。 
食　保育園および幼稚園の運営に関し、今後、予定される
幼保一体化施設については、関係者並びに利用者など
と十分な協議の中での計画策定を望むものであり、あ
わせて施設整備に関わる財源の確保についてもできる
限りの努力を求めるものである。 
蝕　町営温水プールについては、適正な管理のもと事故
防止に努めるとともに、施設機能の維持のため、老朽化
した設備等の更新計画を策定する必要がある。 
　　また、保健事業と連携し、町民の健康管理を目的とし
た事業の展開をおこなうなど、利用者拡大とあわせ施
設の目的に沿った運営を求めるものである。 
辱　図書館の運営については、近隣市町村などとの連携
により、図書貸し出しに関わる効率をさらに高めるこ
とを求めるものである。また、今後予定される施設整備
にあたっては、図書館振興計画をもとに将来のめざす
姿を幅広く議論していく中で、本町としての特色や町
民の希望に沿った複合的機能もあわせ検討していくこ
とを望むものである。 
尻　歴史館の運営については、これからも引き続き本町
の歴史を学ぶ場として、利用拡大に努めていくことを
望むものである。 
伸　その他委員会に属する事項 
　①　職員研修の実施にあたっては、職員個々の意識と
能力を高めるため、その目的、効果を精査しながら積
極的に派遣していくことを望むものであり、そのた
めの環境や体制についても整備していくことを望む
ものである。 

　②　地域担当職員制度については、地域とのパイプ役
として定着しつつあるものの、地域間での受け止め
方に差異があると見受けられる。さらに、町民がその
目的などについて十分理解するための取り組みを求
めるとともに、職員の職務としての目的を再確認し
ていくことを望むものである。 

　③　要保護、準要保護の認定に関しては、特に生活保護
制度が改正されたことに伴い、準要保護への影響が
懸念されることから、その内容について保護者に周
知が必要であるとともに、その影響を最小限にとど
める措置を講じることを求めるものである。 

総務文教常任委員会 

所管 事務 調査 



拭　農業振興については、ＴＰＰをはじめとする農政改
革など、国の基本政策に対し農業委員会やＪＡなどの
関係機関と十分な連携のもと、農業者に対し迅速で的
確な情報の提供をおこなうとともに、町としての基本
方針の確立を求めるものである。 
　　また、農業担い手対策については、新規就農者への
支援や後継者の研修などの施策の充実とあわせ、担い
手対策推進協議会を中心とする後継者対策の活動を引
き続き支援していくことを求めるものである。 
植　畜産振興については、町営牧場の利用拡大を進める
ため、計画的な草地の更新と適正な管理により、良質
な草地を維持しその役割を高めていくことを望むもの
である。 
　　また、本町の畑作経営に大きな役割を占めている酪
農家の経営安定化のため、

※

ＴＭＲセンターをはじめと
する関連団体への支援や酪農振興対策などについて、
ＪＡなどの関係機関と一体となった施策の推進を求め
るものである。 
殖　中小企業の振興については、商工業の振興対策とし
て実施されている住環境リフォーム促進事業について
は、町内の経済効果に大きく貢献していると評価でき
るものである。 
　　今後においては、利用者の動向とニーズを踏まえ、
事業の継続並びに在り方についての検討を求めるもの
である。 
　　また、空き店舗などの活用を含めた商店街の振興対
策については、行政が積極的な役割を果たしながら、
商工会を含め町内の幅広い意見を考慮し進めていくこ
とを望むものである。 
燭　堆肥供給センターについては、さらに良質な堆肥の
供給のため、施設の適切な維持管理を望むものである。 
織　温泉保養センターの管理運営については、適切な管
理のもと、維持管理経費の削減を図るとともに、町民
の健康とやすらぎを目的に施設のＰＲを含め利用者拡
大に向けた取り組みを求めるものである。 
　　また、将来的には、再生可能エネルギーの導入も視
野に入れた調査、検討を望むものである。 
職　町営住宅及び町有住宅の維持管理については、住宅
使用料の滞納を長期化させない対策を講じていく必要
があり、さらには入居者の状況の変化に対応する住み
替えなどの制度化についても検討を求めるものである。 
　　また、今後の公営住宅の在り方については、高齢化
社会における地域コミュニティーの形成や複合的機能
などについて、検討していくことを望むものである。 

色　建築及び土木工事の執行については、今後とも財政
健全化の推進を図りながら計画的な公共工事の執行を
望むものである。 
　　また、施設の整備計画の策定にあたっては、関係者
などの意見を考慮した計画の策定とあわせ、将来の維
持管理や再生可能エネルギーの導入などについても十
分な検討を望むものである。さらに実施にあたっては、
計画的に事業が遂行されるよう求めるものである。 
　　なお、公共工事の施工にあたっては、その工事費の
中で積算された労務単価などが、適切に賃金等に反映
されていることなど、行政として検証することが必要
である。 
触　上水道の運営については、今後とも安全で安定した
水道水の供給のため、施設の適切な維持管理に努める
とともに、限りある水資源の有効活用のため、さらな
る有収率の向上への努力を求めるものである。 
　　また、水道ビジョンに基づく老朽施設の更新につい
ては、町民の十分な理解を得た中で、計画の策定が進
められることが必要である。 
食　道路、河川の維持管理については、災害により恒常
的に被害を受ける箇所の解消が望まれることから、地
域や関係者の理解を求めながら、早期解消に向けた努
力を求めるものである。 
　　また、計画的な改修を進めていくために、道路や河
川の再整備に関する制度化を引き続き国などに対し、
強く要望していくことを求めるものである。 
蝕　公園の管理状況については、遊具等の日常点検を重
点とし、事故防止に万全を期すことを望むものである。 
　　また、レクリエーション公園の芝桜の植生回復に向
けては、実効性のある手法の早期確立を求めるもので
ある。 
辱　町有林の適正な維持管理のため、職員の専門知識の
習得並びに関係機関との連携が強く望まれるところで
あり、さらには路網の整備をはじめとする森林整備な
どに対し、国の施策の積極的な展開を要望していくこ
とを求めるものである。 
　　また、公共施設の地元材の活用などによる木材産業
の推進とあわせ、林地残材を活用した木質バイオマス
エネルギー利用などを検討し、環境貢献とあわせ町有
林の価値を高める施策を望むものである。 
尻　その他委員会の所管に関す事項 
　　随意契約の執行にあたっては、これまでと同様、公
平、公正で適正な執行を望むものである。 
 

平成25年度所管事務調査結果報告［調査所見］（報告了承） 

産業建設常任委員会 

各常任委員会

※ＴＭＲセンターとは、調整した飼料を供給する組織のことです。 
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あ
と
が
き 

　
人
の
性
格
は
、十
人
十

色
と
言
わ
れ
ま
す
が
、十

人
の
議
員
活
動
も
各
人
各

様
得
意
分
野
が
あ
り
ま
す
。 

　
農
業
問
題
一
筋
、財
政

効
果
追
求
、ま
ち
づ
く
り

全
般
、福
祉
、教
育
、子
育
て
、

産
業
の
振
興
、安
全
対
策

な
ど
、今
定
例
会
は
議
長

を
除
く
９
名
全
員
で
行
政

に
質
問
し
ま
し
た
。 

　
議
会
が
行
政
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、町
民
が
議
会
活
動

に
関
心
を
示
す
こ
と
で
、

町
が
も
っ
と
変
わ
れ
る
と

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
来
期
退
く
人
も
、挑
む

人
も
残
す
任
期
は
11
ヵ
月
。 

　
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
に

議
会
活
性
化
を
目
標
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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議会広報特別委員会 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

河端　芳惠  

西山由美子  

小林　一甫  

佐藤　静基  

安藤　義昭  

上原　豊茂  

工藤　弘喜  

山本　朝英  

余湖　龍三  

議　　長 

橋本　憲治  

 
さむさむまつり（議長） 
北海道社会貢献賞伝達式（正副
議長） 
オホーツク町村議会議長会役
員会・定期総会（大空町：議長） 
産業建設常任委員会（所管事務調査） 
社会福祉協議会理事会（議長） 
モンゴル国外務大臣の来管に
係る歓迎昼食会（北見市：議長） 
全員協議会 
議会活性化特別委員会 
老人クラブ連合会ハッピーボ
ウリング大会（議長） 
町議会議員ＯＢ会懇親会（議長） 
議会運営委員会 
産業建設常任委員会 
総務文教常任委員会 
福田節幸氏「北海道産業貢献賞」
受賞祝賀会（正副議長） 
オホーツク管内インドアゲー
トボール大会（議長） 
午年会（議長） 
陸上自衛隊北部方面総監歓迎
会（美幌町：議長） 
全員協議会 
総務文教・産業建設常任委員会（置
戸町：合同所管事務調査） 
 

 
訓子府高等学校卒業証書授与
式（議長） 
議会運営委員会 
産業建設常任委員会 
第１回定例会 
議会運営委員会 
訓子府中学校卒業式（正副議長、
総文委員） 
議会広報特別委員会 
全員協議会 
訓子府幼稚園卒園式（正副議長、
総文委員長） 
訓子府小学校卒業式（正副議長、
総文委員） 
第20回網走管内少年剣道訓子
府大会（議長） 
居武士小学校卒業式（正副議長、
総文委員） 
社会福祉協議会理事会（議長） 
町有林野経営審議会（正副議長、
産建委員長） 
議会広報特別委員会 
全員協議会 
学校管理職送別会（議長） 
くんねっぷ保育園終了式（正副
議長、総文委員長） 
第36回老人芸能発表大会（議長） 
北見信用金庫人事異動に伴う
歓送迎会（副議長） 

 
農業担い手カップル激励会（議長） 
くんねっぷ保育園入園式（正副
議長、総文委員長） 
訓子府小学校入学式（副議長、
総文委員） 
居武士小学校入学式（議長、総
文委員） 
訓子府中学校入学式（正副議長、
総文委員） 
訓子府幼稚園入園式（正副議長、
総文委員長） 
新生紀森林組合木材加工施設
落成式（置戸町：全議員） 
議会広報特別委員会 
全員協議会 
議会報告会（日ノ出地区ふれあ
いセンター） 
議会報告会（公民館） 
議会広報特別委員会 
宵宮祭（議長） 
訓子府町交通安全協会定期総会（議長） 
町議会議員OB会総会（議長） 
新生紀森林組合第13回通常総
会（置戸町：議長） 
陸上自衛隊美幌駐屯地創立63
周年記念行事（美幌町：議長） 
全員協議会 
訓子府新報社株主総会（議長） 
商工会青年部通常総会（副議長） 
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６日 
７日 
6～17日 
13日 
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25日 
 
 

26日 
 
 

27日 
 

28日 
 

 
３日 
４日 
 

７日 
 
 
 
 
 

８日 
 
 
 

10日 
 
 
 

12日 
14日 

 
16日 
17日 
18日 
 

20日 
 

23日 
26日 

３月 ４月 ２月 

□

２
月
19
日
（
水
）

３
月
６
日
（
木
）
・
13

日
（
木
）

○

第
１
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

２
月
21
日
（
金
）
・
26

日
（
水
）

○

所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

□

２
月
21
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

２
月
６
日
（
木
）
・
26

日
（
水
）

○

所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

□

２
月
20
日
（
木
）

３
月
７
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

３
月
17
日
（
月
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
８
０
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
っ
た
。

□

３
月
26
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
た
。

□

４
月
10
日
（
木
）
・
14

日
（
月
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
８
１
号
の
確
認
作
業

を
行
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会


